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I. は じめに

突然に出現する著明な seborrheic keratosisは種
々

の悪性腫場のマ
ーカーとな りえる皮膚症状であ り,

Leser‐Tr61at signとして知られている。最近著者らは

この Leser,Tr61at signを疑わせ る体幹 に多数の

seborrheic keratosisを有する胃噴門部癌症例を経験   |

したので報告するとともに,既 報告47例を収集しえた   |

のでこの signのもつ臨床的意義について文献的考察   !

を加える。
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II.症   例

症例 :72歳 ,男 性.

主訴 :心筒部痛.

図2 切 除胃.噴 門部にH,c様 進行胃癌が認められ

た 。

図 1 胃 透視.噴 門部にII‐C様 病変を認める.

図 2の シェーマ



1985年5月

既往歴 :17歳 時肺結核.

現病歴 :2年 前より時々′b筒 部痛があったが放置し

ていた。約 4カ 月前より′心寓部痛が頻繁になったため

当院内科受診.胃 透視および胃内視鏡検査にて噴門部

の II‐C様 進行胃癌の診断で当科転科となった (図 1).

昭和58年 7月 4日 胃全摘術施行.食 道胃境界部に発生

した痛で P9HOn(― )m,stage I(胃 癌取扱い規約,

組織学的進行程度),組 織型は腺扁平上皮痛 (adenos‐

quamous carcinoma)で あった (図 2,3).

体幹の皮膚病変については 7年 前より前胸部に少数

点在していたものが, 5年 前急に前胸部および背部に

多発性に著明な広がりを見せ,そ の後も徐々に同様の

皮膚病変が増えてきていた。入院時の皮膚生検で

seborrheic keratosisの 診断を得,Leser‐Tr61at sign

と半J断した (図 4,5)。 胃全摘後 1年 の経過観察では

その増加は認められていない。

図3 胃 癌組織像.腺 癌の形態を示す部分 (右)と 扁
平上皮癌の形態を示す部分 (左)が 混在していた。
(HE, 100倍 )

図 4 前 胸部,背 部に見 られた皮膚病変

keratosis).

(seborrheic
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図 5 seborrheic keratosisの組織像.角 層,有 麻層,

基底層の増殖が認められた。(HE,100倍)

図 6 F家 系・家系図.Leser‐Tr61at signの家族内発

生が疑われる.
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表 l Leser‐ Tr61at signに みられた悪性腫瘍ゆ
～3ゆ

悪 性 度 を

なお,家 族歴を聴取すると,息 者の父親が喉頭癌で

死亡しているが,同 様の皮膚病変が認められており,

Leser‐Tr61at signの家族内発生が疑われた (図6).
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I I I . 考 察

Leser,Tr61at signの診断基準は,癌 に関連 して

seborrheic keratosisが突然に出現し, しかも大きさ

と数が急速に増大するものとされる
1)。著者らが文献

的に収集しえた Leser‐Tた lat sign 47421の報告ll-381で

は, 合 併 した悪 性 腫 瘍 は 胃痛 が1 2 例と最 も多

くり6湾)1017レめ31鴻0-3つ消化器系では大腸癌 5例
1い11)2",

十二指腸癌2い,小 腸平滑筋芽腫39,肝癌1め,胆 裏癌
20,

胆管癌
2oぉょび肝癌ゆ各 1例 と半数近 くが消化器癌で

ある。消化器以外では乳癌が 74/11と多 く'20303分
3め
,肺

癌 3例 lD2幼2の,子宮癌 2例り
2り
,卵巣癌の,前立腺癌

1カ各

1例,自血病 2例
1。1り
,リ ンパ腫 3例

18レ1鴻ゆ,セ ザ リー

症候群 17111ち菌状息肉症 3例
18レの3のが見られた。組織

型では回型癌では大部分が adenOcarcinomaである

が, squamous  cell  carcinoma15)22)くっsmali  cell

carcinoma2のも認められている。本症例では adenos‐

quamous carcinomaであ り比較的まれな組織型を示

した。また,Leser‐Trёlat signの家族内発生について

は Lynchら20によっても報告されている.

病因論的機序については現在なお明らかではない

が,Leser‐Tr61at signを癌 に関 連 した genoder‐

matosisの独特の型の現われであるとするものもあ

る2ゆ.ひるがえって本症例についてみると,seborrheic

keratosisが急速に拡大した時期と癌の症状が初発し

た時期とに約 3年 の隔たりがある。したがって本症例

にみられた皮膚病変を Leser‐TrOlat signと必ずしも

断定できない一面もあるが, ここで癌の発育の問題を

考えてみたい。まず initiatiOnにより前癌期となり,次

にcancerizationによって前臨床癌期 とな りさらに

promotionを受けて臨床癌期となる
3いとすれば,本 症

例における症状出現の時期はすでに臨床癌期であり,

皮膚病変の急速な拡大の時期が前臨床癌期から臨床癌

期への promotionの時期と
一致するのかも知れない。

あるいは前癌期から前臨床癌期への cancerizationの

時 期 で あった の か も知 れ な い。いず れ にせ よ

retrospectiveに考えれば,本 症例においては seborr‐

heic keratosisの急速な拡大を認めたのであるから,

その時点で癌スクリーニングとくに胃癌スクリーニン

グを反復して実施していれば早期のうちに胃癌を発見

できた可能性がある。

seborrheic keratosisは高齢者ではごく一般的に見

られる皮膚病変であり,ま た本邦においては高齢者で

はより癌の顕在化が多い事実3りを考えると,seborr‐

heic keratosisとLeser‐Trllat signとを簡単に結び
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つけるのは問題があると思われるが,突 然に出現 した

り急速に拡大する,あ るいは体幹の著明な seborrheic

keratosisは癌の早期発見の
一功にな りえることに注

意を換起すべきであろ う。

IV.お わりに

著明な seborrheic keratosisを伴 った冒噴門部癌の

14/11を報告 し,Leser‐Tr61at signについて文献的考察

を加えた。本症例 に見 られた Leser‐Tr61at signが

cancer‐associated genodermatosisと解釈する立場に

たつ と, 胃全摘後 1年 では皮膚病変の増加増大傾向は

消失 したが,今 後 どのような経過をたどるのか興味の

あるところである。
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